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「 Enjoy ROTARY, Think about ROTARY 」

国際ロータリー会長

フランチェスコ・アレッツォ 週報
国際ロータリー

第２７５０地区

多摩中グループ
２０２５－２０２６年度 会長 萩原 昌幸
Ｖｏｌ．６０ Ｎｏ．４ 令和 ７年 ８月 ４日

会 長 の 時 間 萩 原 会 長

本 日 の 司 会
内 田 Ｓ Ａ Ａ 委 員 長
（東京武蔵国分寺ＲＣ）

ロータリーソング 『 奉 仕 の 理 想 』

会 場 ： ホテルエミシア東京立川

開会宣言・点鐘
村谷会長（東京武蔵国分寺ＲＣ）

萩原会長（東京国分寺ＲＣ）

〇ソングリーダー ： 小栁会長エレクト（東京武蔵国分寺ＲＣ）
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○田中 靖 様 （国際ロータリー第２７５０地区

２０２５－２６年度多摩中グループ ガバナー）

○河村 勝久 様 （国際ロータリー第２７５０地区

２０２５－２６年度多摩中グループ ガバナー補佐）

○清水 満明 様 （国際ロータリー第２７５０地区

２０２５－２６年度多摩中グループ グループ幹事）

お 客 様 紹 介 萩 原 会 長

皆様こんにちは。本日はガバ

ナー公式訪問ということで、会員

の皆様にとってはガバナーを一

番近くで感じることができる日で

はないでしょうか。今回の設営を

担当してくださった、武蔵国分寺ロータリークラブＳＡＡ

内田委員長、そして山本雄一幹事をはじめとするメン

バーの皆様には感謝申し上げます。また、地区を代表し

てガバナーという役職を担える方は限られた方のみだと

感じます。本年度、その重責を担っていただいている田

中靖ガバナーにも深い敬意と共に感謝しております。

年度始まり間もない時期にガバナー公式訪問を行える

のはありがたく感じております。本格的に年度が動き出

す前に本年度のガバナーの方針を確認できることは今

後の活動により意味を持たせることではないでしょうか。

ガバナーが掲げている重点事項は３つあります。１つ

は平和です。これはロータリーに限らず永遠のテーマで

す。これをきっかけに皆様にも今一度、平和について考

えていただければと思います。

次に、田中ガバナーはポリオ根絶にご尽力されていて、

撲滅まであと少しのところまで来ています。このような活

動が世界にもたらすインパクトは大きいです。単年度制

のロータリーの中で、継続して事業をやる大切さを示し

ていると感じます。

尚、会員増強もテーマの一つになっています。会員の

減少は全国のクラブの悩みと感じます。この問題は様々

な要因が考えられます。ガバナーと私の認識にて懇談

会中に確認できた共通する大切なことは、メンバー一人

ひとりの意識の大切さでした。本日は合同例会です。同

じ国分寺を拠点とするロータリークラブとして、自分の所

属するクラブの人数が増えたから良いではなく、両クラブ

の合計人数がどれだけ増えるかぐらいの気持ちで、お互

いに協力し合いながら会員増強をしていけるのが理想と
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【今月の例会予定】

・８月 ４日（月） ホテルエミシア

東京立川

１１：３０ 昼食

１２：３０ ガバナー

公式訪問

・８月 ５日（火） 休会（８月４日の振替）

・８月１２日（火） ＲＩ規定祝日週（１１日 山の日）

・８月１９日（火） 外部卓話（青少年交換プログラム

派遣生 清田舞さん 帰国報告会）

・８月２６日（火） 夜間例会

１８：００ ニューラウンジココロ

【主な行事日程】

・８月 ６日（水） ２０２５年規定審議会報告とクラブ細則

改訂の為のセミナー

国立オリンピック記念青少年総合センター

出席者（池田会長エレクト・奈須副幹事）

・８月３１日（日） 青少年交換プログラム帰国報告会

国立オリンピック記念青少年総合センター

出席者（会長・幹事）

【チャリティーゴルフコンペＰＲ】

・８月 ６日（水） 東京国立ＲＣ例会 谷保天満宮

会長・幹事髙橋委員長･土井会員

・８月２５日（月） 東京調布ＲＣ例会 調布クレストンホテル

会長・幹事

【その他】

・８月５日に６０周年実行委員会、祝典・式典委員会を「博多

串焼きもつ鍋水炊きまる｣にて開催しますので、委員会メン

バーは出席をお願い致します。

・８月のロータリーレート：１４９円

幹 事 報 告 荒 井 幹 事

ニコニコボックス 土 井 委 員 長

萩原会長・荒井幹事：本日は今年

度初の合同例会により、ＳＡ委員

会の皆様をはじめとする会員の

方々には、事前打ち合わせよりお

疲れさまでした。本日の例会が皆

様にとって実り有る例会になる事を祈念してニコニコしま

す。照木会員：田中ガバナーには長年大変お世話になっ

ております。今年度、ロータリーの友、地区代表委員に

指名いただきありがとうございました。勉強になります。

中村早苗会員：田中ガバナー、町田代表幹事、一年間よ

ろしくお願いします。鳥居会員：国際ロータリー第２７５０

地区 ２０２５－２６年度ガバナー 田中靖様、本日は猛

暑の中、ご来訪くださりありがとございます。本日は、田

中ガバナーの卓話、大変楽しみにしております。

会員数： ４４名 免除： ３名 メーキャップ済： ２名

欠席： ８名 出席率： ８０．４９％

出 席 報 告 田 中 将 太 郎 委 員 長

委 員 会 報 告
考えます。

今後も両クラブの良好な関係性を築き上げながら発展

していけることを祈念して、会長の時間とさせていただき

ます。本日もよろしくお願いいたします。

卓 話

国際ロータリー第２７５０地区

２０２５－２６年度ガバナー

田中 靖 様

２０２５－２６年度フランチェスコ・

アレッツォＲＩ会長は、国際協議会

において、年度の会長メッセージ

として“ＵＮＩＴＥ ＦＯＲ ＧＯＯＤ”

「よいことをするために手を取り合

おう」を発表しました。

そして、ロータリーの最も大きな財産は「会員」であり、

その会員は行動人であり、行動人が手を取り合うことで

多様性が生まれ、末長いインパクトのある活動が可能と

なり、さらに私たち自身の人々に奉仕する気持ちを鼓舞
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するのだと述べました。

このメッセージは、アーチ・クランフ氏が１９１７年に現在

のロータリー財団の基礎になる基金を創設するにあたり

発信し、後にロータリー財団のテーマにもなった“Ｄｏｉｎｇ

Ｇｏｏｄ ｉｎ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ”「世界でよいことをしよう」をより

広げ進めた内容であると解釈できます。そして「ＵＮＩＴＥ」

という言葉は「ロータリーのビジョン」に含まれる言葉であ

り、「行動人」は、公共イメージのキャンペーンテーマであ

る“Ｐｅｏｐｌｅ ｏｆ Ａｃｔｉｏｎ”「世界を変える行動人」を連想

させ、多様性は“ＤＥＩ”「多様性・公平さ・インクルージョ

ン」をイメージさせます。さらに「末長いインパクト」は、よ

り大きなインパクトと重なり、“Ａｃｔｉｏｎ Ｐｌａｎ”「行動計

画」に繋がります。

つまり、「よいことをするために手を取り合おう」という言

葉は、シンプルでありながら、現在のロータリーの活動の

指針を含み、過去から未来へと続く継続性を伴ったメッ

セージです。

１．会員増強と維持

ロータリーの最大の財産は「会員」です。現在、年間

約１５万人の新会員が入会する一方で、１６万人が退

会しており、そのうち約４８％が３年以内に退会していま

す。この現実に向き合い、持続的なクラブ運営を実現す

るために、以下の３点を柱に会員増強を推進します。

（１）新しい会員身分の導入

家族会員や企業会員など多様な形式の導入

（２）戦略的オープン例会の実施

地域社会や未入会者とつながる機会の創出

（３）衛星クラブの新設

柔軟な参加スタイルの提供と若年層の取り込み

これらの取組みは、会員増強だけでなく、ＤＥＩの観点

を持った多様性のあるクラブ形成にもつながります。

２．地区運営の方針

地区の目的は、全てのクラブがより活性化し、会員

増強に繋がるよう支援することです。そして、その活動

の指針となるのが「２０２４－２７年度 地区戦略計画」

“３－Ｙｅａｒ Ｇｏａｌｓ”です。この戦略計画は、３年間の継

続性をもって地区運営を実施するための指針であり、

“Ａｃｔｉｏｎ Ｐｌａｎ”「行動計画」に基づいて策定されてい

ます。この戦略計画のもと、地区は、クラブの活性化と

会員増強の推進、そしてロータリーのビジョンの実現に

向けて、常に４つのテストを意識しながら、ロータリーの

中核的価値観を大切にし、ＤＥＩの精神に基づきながら、

地区運営を展開していきます。

さらに、地区としては、各クラブの活性化と会員増強

につながるセミナーやイベントを主催し、楽しみながら

参加できるシステムを構築していく予定です。

３．地区推進事項

２０２５－２６年度の推進事項として、「ポリオ根絶・環

境・平和」を掲げています。

（１）ポリオ根絶（Ｅｎｄ Ｐｏｌｉｏ Ｎｏｗ）

「ポリオ根絶」は、ＲＩの最優先事項で、私個人も深くコ

ミットしているプログラムです。私の願いは、このプログ

ラムがロータリーの最優先事項であること、そして会員

一人ひとりがその当事者であることを、１０月２４日のポ

リオデーを通じて改めて再認識していただくことです。

①ＥＮＤ ＰＯＬＩＯ ＷＥＥＫ：１０月１９日（日）～２５日（土）

エンドポリオ例会の実施

・ポリオＴシャツ、ポリオバッジの着用

・ポリオに関わる卓話の実施

・ポリオ動画の視聴

・ポリオプラス基金への募金 等

②ファンドレイジング・パーティー：１０月１７日（金）

参加者は「ＦＮＤ ＰＯＬＩＯ ＮＯＷ」のボウタイまた

はスカーフを着用する。

（２）環境

「環境」については、気候変動による自然災害が多発

する中、私たちロータリーに何ができるのかを考えて
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実行する機会を創出します。環境問題は、今を生きる

私たちが未来の世代に向けて、今すぐ行動しなければ

ならない喫緊の課題であると認識しています。

①世界環境デー：２０２６年６月５日（金）

スポＧＯＭＩ（ゴミ拾いをスポーツ化したもの）を開催

予定です。誰でも参加可能な環境イベントで、会員同

士や候補者との共同行動を推進します。

（３）平和

「平和」は、ロータリーの究極の目的です。ウクライナ

やパレスチナでの粉争が続く中、私たちロータリーに求

められている役割は多岐にわたります。このことを皆で

共有し、具体的に行動し、若い世代と平和について語り

合う場を持ちたいと考えています。

①ロータリーファミリーホームカミングデイ：２０２６年５月

国際基督教大学（ＩＣＵ）のロータリー平和センターに

フェローや関係者をお招きして、若者たちと「平和」に

ついて考える機会を設けます。

②ハンガリーでのウクライナ避難民支援活動

この２年間、ロータリー財団委員会が展開してきた

ウクライナ避難民への支援活動を、地区として支援す

ると共に、各クラブもこの事業に参加できるように推奨

していきます。今年度はハンガリーに創設されたウク

ライナ避難民のための学校を支援します。

③今だからこそロータリーの平和活動を

ポール・ハリスは次のように述べています。「戦争が

永遠に続くことなどありえません。平和が必ず来るし、

来るようにしなければなりません。来る年月、非常に

困難で厳しい任務がロータリーを待っています。戦争

で荒廃した世界の傷をいやすこと、憎しみを相互理解

や寛容に代えること、恨みの存在するところに愛情を

築くこと、敵を友人に代え、激しい怒りや武力闘争を

善意と国際平和に代えること、それがロータリーの任

務です。」

４．ロータリークエスト

ロータリークエストとは、奉仕・親睦・増強など、“今、

取り組んでほしい“さまざまなアクションを「クエスト」と

いう形で提示し、それにクラブ単位で楽しくチャレンジし

ていただくプログラムです。

５．主なイベント予定

①地区大会：２０２６年２月６日（金）～７日（土）

初日は皇居を望むパレスホテル東京で優雅なひと時

を堪能していたたき、２日目は、立川ステージガーデン

にて、ホテル開催では実現できないエンターテイメント

色の強い本大会をお楽しみいただきます。

②国際大会：２０２６年６月１４日（日）

台北にて開催されます。地区から１，０００人の参加を

目指します。

③ガバナーナイト：２０２６年６月１４日予定

台北マリオット・ホテルにて、１年を振り返り、次年度

へつなげる特別な夜です。
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